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UDロゲイン in いちかわ
■地図をもとに定められた時間内にチェックポイントを廻り、得点を集めるスポーツレクリエーション。

■デジカメ・スマホなどでチェックポイントを撮影することによって、ポイント通過証明となる。

■ルールの設定次第で、本格的なランナーからウォーキング目的の高齢者や子供連れ家族も参加できる。

開催目的と実績

■地域に開けた大学作りを目的とし、より多くの地域住民のThe University DINING に対する認知を高めること、

また企画運営に携わる学生たちの地域社会に対する興味関心を高めることを狙いとして実施。

■「自然・景観」「文化・歴史」「グルメ」などの「市川市の誇る点」をチェックポイントとし、街中を巡りながら、市内

外参加者に対して、その土地の地理や文化に触れるきっかけ作りを行う。

■The University DINING は、大学と地域住民の新たな交流を生み出す地域貢献の役割と、スタッフとして参加

する学生に対し実社会と密接にかかわる学びの機会を創る役割も果たしている。

■第1回 ： 2016/2/28 178名 （大人124 / 子供54）
■第2回 ： 2017/5/28 196名 （大人144 / 子供52）
■第3回 ： 2018/3/31 233名 （大人151 / 子供72）
■第4回 ： 2018/12/9 222名 （大人148 / 子供74）

■第5回 ： 2020/3/8中止 188名 （大人118 / 子供70）
■第6回 ： 2022/11/13 51名 （大人42 / 子供9）
■第7回 ： 2023/11/23 183名 （大人109 / 子供74）
■第8回 ： 2024/12/1  開催予定



第7回UDロゲイン「防災ロゲイン」事例紹介①
■開催日時：2023年11月23日（木・祝） 9：00～14：30

■参加者：183名 （大人109 / 子供74）

■参加費：参加費：小学生以下無料、中学生以上1500円

■開催場所：千葉商科大学 The University DINING （スタート・ゴール）と市川市内（地図範囲）

■企画テーマ：防災×宝探し

■企画目的

・関東大震災100年を機会に日常の防災意識と、市川エリアに関する防災知識の向上を目指す

・避難エリアである国府台地区にある、千葉商科大学の地域防災に対する取り組みの認知向上

・企画運営に関わる学生（サービス創造学部 THE UD・プロジェクト）の防災知識向上と、イベント企画運営力向上

・The University DINING / DINING SERVICE DESIGN LAB の社会貢献活動

■企画内容

・防災に関連するポイントの選定（市川市まちづくり部公園緑地課と連携）

・子どもが楽しめる企画（宝探しポイント・手作り防災用品WS）

・ゴールイン後のUDランチ提供と、学生進行による表彰式（景品・参加賞など授与）



■表面
2万分の1地図をA3で
出力

■裏面
ポイントで撮影する写真
とそこの説明を記載



■表面
2万分の1地図をA3で
出力

■裏面
ポイントで撮影する写真
とそこの説明を記載



■スタート・ゴール
地点であるUDから
遠くなるほど高得
点に

■どこのエリアから
攻略するかを計画
する



■ポイントでは、このアン
グルで撮影する

■この写真を撮影したこと
で、そのポイントを通過し
た証拠となる

■それぞれのポイントの説
明文を記載
■防災知識を楽しく身に
付ける



第7回UDロゲイン「防災ロゲイン」事例紹介②
■体制

・THE UD・プロジェクト学生地域貢献チームメンバー13名 （他部署メンバーも当日参加13名）

・DINING SERVICE DESIGN LAB メンバー （西尾・MILLER・鎌田（教員）・佐藤・前田・福崎（施設環境課）・森澤）

・UDスタッフ （店長・シェフ・他）

・後閑茂弘氏 （シティーロゲイニング・アドバイザー / 野川のカルガモ代表）

・市川市まちづくり部公園緑地課

■スケジュール（企画・準備）

4月 ： THE UD・プロジェクト地域貢献チーム キックオフ

7月 ： 第7回UDロゲイン テーマ決定「防災」

8月～9月 ： 企画決定「防災×宝探し」

   広報ツール作成（チラシ・ポスター）

   ロゲインポイント選定

10月 ： 地図・ポイント説明シート作成

参加者募集開始（DM・チラシ・HP等）

11月 ： イベント運営準備（装飾・案内・サイネージ・進行リハ等）

イベント開催（受付・説明・子供向けWS・撮影・進行等）

■スケジュール（当日）

7：30 ： スタッフ集合～準備

8：30 ： 準備完了

9：00～10：00 ： 受付

9：30～9：50 ： ルール説明

10：00～10：30 ： スタート

13：00～13：30 ： ゴール

13：00～14：00 ： 休憩（UDランチ）・子供向けイベント実施

14：00～14：30 ： 表彰式～終了

15：00～16：30 ： 撤収～解散



■過去大会のチラシ
などを参考に学生が
参加募集チラシを作
成

■近隣小学校への
配布依頼
・国府台小学校
・国分小学校
・真間小学校
・市川小学校

■ポスター掲示依頼
・道の駅いちかわ
・国府台スポーツセ
ンター



■当日は学生が主役となりイベン
トを盛り上げる

■会場のUD内の案内表示も明る
く楽しいデザインで

■子供向け企画
・防災グッズづくり（新聞紙スリッ
パ・ビニール袋雨合羽）
・宝探し景品交換所

■表彰式の司会も学生、景品も
学生セレクト



第7回UDロゲイン「防災ロゲイン」参加者感想

■第一回に参加した時より運営がスムーズで年々ブラッシュアップしてるんだなと思いました。楽しく参加できまし
た。ありがとうございました。

■学生による運営の手際が良かったと思います。市川のいろいろなスポットを知ることができて、面白かったです。

■得点がまんべんなく配置され、プランに悩みました。楽しみました。ありがとうごさいます。

■大変有意義でエキサイティングな時間を子供達と過ごさせていただき感謝申し上げます。防災対策の重要な
スポットが動いた範囲にも沢山ありましたし、子供達と考える機会をいただき、ありがとうございました。

■千葉商科付属高校と大学母校なので、久しぶりに来る機会が出来て嬉しかったです。スタッフさんありがとうご
ざいました。

■地域外からきました。何度か参加していますが、参加するたびに歴史がある地域で住みやすそうです。こちらに
お住まいのかたにも、もっと知って欲しいですね。スタッフの学生さんも明るくしっかりとされていますね。笑顔がス
テキです！来年以降もこういうイベントが続きますように。本日はありがとうございました！

■こどものお友達親子と参加し、子どもたちが宝探し気分でとても楽しんでいました。表彰について、大人部門と
子ども部門(小学生以下)があると、こどものやる気その他によりプラスになるとおもいました。

■宝探しの場所に行ったら、もう終わっていて残念でした。数に限りがあることをお知らせして欲しかったです。



楽しい防災教育

防災に対する知識と経験を自分ごと化するには、継続的に学びたいと思えるこ

とが重要だ。そのためには学びそのものが楽しくなくてはならないのではないだ

ろうか。地域防災をテーマとする 千葉商科大学 学長プロジェクト３ では、この

ような視点で「楽しい防災教育」の取り組みを始めている。自助のスキルと共助

のマインドを持つ学生育成が目的である。

① 楽しさをデザインする ② 継続する

■参加意欲を掻き立てる

■目的は明確に持ちながら、企画は遊び心を大切にする

■広報ツールのデザインにも楽しさを

■楽しく明るい場でイベントを

■若い力（学生）のアイデアを活かす

■主催者もイベントを楽しむ

■活動を知ってもらう努力をする

■小さな成功を積み重ねる

■次はもっと良くするという気持ちを大事にする

■新しい挑戦・新しい企画を試す

■一人でやろうせず仲間を増やす



ご静聴ありがとうございました
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